
EQ 2010 SIMMER STYLE 2XC 7.1

侮れないポテンシャルを持つ2ミニカム・ライトセイル

マストを選ばず、安定性の高いフォ
イルを作り出す
　指定マストはNDMの460/25だが、ラフ長が463cm
という数値であるため、NDMの460、430、RDMの
460、430の4種のマストでセッティングすることがで
きる。これは非常に便利な要素であることは間違いない。
ほとんどのウインドサーファーは、この中の少なくとも
1本を持っているはずだから、購入の際の選択肢に入り
やすいことになる。
　2個のミニカムとタイトなスリーブによって作られる
フォイルは、ラフ部分では浅めに見えるものの、パネル
とバテンによって作り出されているパワーポイント付近
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のフォイルには十分な深さがあり、ラフセイルにカムを
追加したタイプではなく、むしろレーシングセイルのリ
ーディングエッジをコンパクト化したタイプと言えるだ
ろう。NDMを使用した場合に、マストとカムとのフィ
ッティングが非常に強く、平均的な2ミニカムセイルと
比較すると、かなりリジットなフォイルを形成している
ことからも、パワーを生み出すラフ部分に、高い安定性
を生み出そうとしていることが判る。
　NDM と RDM を 比 較 す る と、 や は り NDM の
方 が ラ フ 部 分 の フ ォ イ ル は ス ム ー ズ で リ ジ ッ
ト。マストとカムのフィッティングは隙がなく、かなり
硬く安定したフォイルを作り出す。一方のRDMではバ
テンがマスト下に食い込んだ形状となり、その分だけ柔

テストライドにはNDMとRDMを使用

 OUTLOOK IMPRESSION

NDM = SC 8 460/25 RDM = RDM 6 460/25

らかめのフォイルになる。しかしながら、RDMのセッ
ティングでも、マストからのカムの浮きは少なく、特に
上部のカムはほぼフィッティングしていると言ってもい
いので、あまりマストの細さを感じさせない。
　適度なラフテンションを掛けるためのダウンホール数
値は、RDMが僅かに5mm程度プラス。マストがベンド
しやすいからといって極端に数値が変わることはないが、
この僅かなプラスが必要であり、セイリングの安定にも
繋がる。ちなみに、アウトホールテンションは適宜だが、
RDM使用の場合には、風のパワーによって少しだけ膨
らみを増すことになるため、NDMに比べて若干プラス
気味にした方が高速時お安定性が高まる。



EQ 2010 SIMMER STYLE 2XC 7.1

有限会社 THE BLUE　☎ 0548-63-4827
http://www.simmersails.com
info@simmersails-japan.com

エリア
(㎡)

ラフ
(cm)

ブーム
(cm) バテン カム 適応マスト 価格(税込)

7.1 463 207 ６ ２ RDM or SC6,SC8 460 ¥85,050
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求める項目によってマストをセレクト
しなやかさ		  NDM　＜　RDM
トップスピード	 NDM　＞　RDM
オーバーパワー	 NDM　＞　RDM
アンダーパワー	 NDM　＜　RDM
ハンドリング	 NDM　＜　RDM
セッティング	 NDM　＜　RDM

　NDMを使用するとカムのフィッティングに高い安定
性があるため、トップスピード時やオーバーパワー時
にフォイルが崩れない安心感を得られる。反面、やや
ローテイトが固くはなるが、ワイドスリーブとラージ
カムとのコンビネーションに比べれば遙かに軽くロー
テイトする。このフォイルの安定性によってセイルの
引き込みをキープすることが楽になるため、セイリン
グアングルを広く取ることができ、高速時のアップウ
インドに信頼がおける。更に、ダウンウインドなどの

トップスピード時にもセイルがブレることがないため、
同様に走りに集中できる。使用したマストはSC-8の
460だが、軽さと硬さを併せ持っているため、レーシン
グセイルのテイストに近いフィーリングとなる。未使
用ではあるが、430マストを使用してもマスト下部の硬
さはさほど大きく変わらず、逆にトップはしなやかに
なるはずなので、スピードを求めつつも少ししなやか
さが欲しい場合には、430マストの使用が勧められる。

高いスピードを求めるならNDMを使う

　NDMに対してRDMの使用は、一般的なイメージ通
りに、「やや柔らかい印象」となる。2個のカムの内、上
のカムはマストにしっかりとフィットした状態となり、
下のカムがややマストから浮いたようになる。特に柔ら
かさを感じるのはセイル上部。手元のフォイルの安定
性はさほど変わらないが、リーチの開きが変わる。ダ
ウンテンションが不足すると若干下の方が開いてしま
うので、ダウンテンションが大切。
　RDM使用のメリットは全体のしなやかさ。アンダー
パワーでもセイルの反応が良く、海面が荒れていても
マストのしなやかさによる吸収力が高い。ボードとの

コンビネーションにもよるが、平均的なフリーライド
ボードを使用して、トップスピードではなく気軽なプ
レーニングを求めるならばRDMの使用がお勧め。長さ
は460でも430でも使用感に大きな違いは感じられな
いので、所有しているマストの都合に合わせて選べば
いい。
　また、RDMの方がスリーブへのマストの通しやすさ
や、タックやジャイブ時にマストの掴みやすさもある。
右表を参考にして、自分の好みやセイリングスタイル
にマッチしたマストをセレクトしたい。

ハンドリングのイージーさと手軽なプレーニングにはRDM

　タイトなマストスリーブとミニカムが作り出すフォ
イルでありながら、十分なパワーを発揮してくれるた
めに走り出しはスムーズ。ワイドスリーブのレーシン
グ系セイルがマストに引っ張られて走り出すようなイ
メージであるとすれば、このセイルは、まずはバック
ハンドの引き込みによってパワーを感じ取り、そのパ
ワーがリーディングエッジに固定されたところで本格
的なスピードに乗っていくことになる。バックハンド
とは言っても、負担が掛かる意味ではなく、バックハ
ンドの効率良い使い方によって初速を上げられるとい
う意味なので、勘違いしないで欲しい。
　加速後にトップスピードに至るとセイルはスッと軽
くなり、適正なアフターレイキと引き込みによって、と
ても安定性の高いバランスを感じさせる。フットエリ
アに十分な広さとフォイルの深さを作り出しているた

イージーハンドリングで軽快なプレーニング感

 RIDING IMPRESSION

めに、こうした安定性を作り出せているのだろう。
　レーシング系セイルまでのパワーやトップスピード
性は感じさせないが、パワーに翻弄されず、ラフベア
のコントロールも、タックもジャイブもセイルサイズ
を感じさせないハンドリング性。ミニカムによるローテ
イトがスムーズなため、タックやジャイブの際の、ロ
ーテイトにまるでストレスを感じることがない。決し
てコンパクトなタイプではないが、セイルサイズを感
じさせないハンドリング性の高さは魅力。
　ちなみに、フットベルトのテンションを風域のよっ
て調整するといい。アンダーパワー時にはさほど強く
掛けなくてもいいが、ジャスト〜オーバー気味のコン
ディションではしっかりとテンションを掛けてやると、
フットの安定性が高まると共にリーチの動きがしなや
かさを増すので、スピードも安定性もより高くなる。

スピード性 マニューバー性

マッチングのいいボードサイズは100L以上。イージーセイ
リングを求めるなら、110〜120L程度のボリュームがお勧め。
スピード系のボードにはNDM、マニューバビリティを求める
タイプのボードとのコンビならRDMをセレクト。マストによ
って、スピード性にもマニューバー性のどちら側にも偏らせ
ることが可能だ。

セイルの性格イメージ


